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Abstract

  This study aimed to examine the physical fitness levels of first-year students at Fukuoka University 
between 2009 and 2018.
   We collected data on six physical fitness indices (hand grip strength, sit-ups, sit and reach, 20-second 
side stepping, standing broad jump, and aerobic fitness) from 28,750 (male: 17,031; female: 11,719; 18-19 
years-old) students enrolled in the first year at Fukuoka University between 2009 and 2018. Additionally, 
we collected physical fitness data (excluding aerobic fitness) from 19-year-old national median college 
students from the Japan Sports Agency database.
  The first-year students at Fukuoka University had poorer physical performance than the national median 
college students in the categories of hand grip strength (males: in the years 2010 and 2015-2018; females: 
in the years 2009-2018), sit-ups (males: in the years 2009-2012, 2015, and 2018; females: in the years 
2009-2018), sit and reach (males and females: in the years 2009-2018), 20-second side stepping (males 
and females: in the years 2009-2018), and standing broad jump (males: in the years 2010, 2012-2016, and 
2018; females: in the years 2009-2018). Among the first-year students at Fukuoka University, students in 
2010-2018 showed better performance than those in 2009 in hand grip strength (female: 2010), sit-ups 
(male: 2012-2018; female: 2014-2018), sit and reach (female: 2013, 2014, and 2016), and 20-second side 
stepping (males: 2011 and 2013-2016; females: 2011 and 2014-2018). However, students’ fitness indices 
were poorer in 2009 compared to the other years (males: in the years 2010 and 2013-2018; females: in the 
years 2013-2018), standing broad jump (males: in the years 2010-2018; females: in the years 2011-2013), 
and aerobic fitness (males and females: in the years 2010-2016).
   The first-year students at Fukuoka University had poorer physical performance than those of the 
national median college at the age of 19. Additionally, the physical fitness level of first-year students at 
Fukuoka University in 2010-2018 showed slightly poorer hand grip strength (in both sexes) and standing 
broad jump performance (in males) compared to that of students in 2009. Students in 2010-2018 showed 
a slightly better performance regarding sit-ups and 20-second side stepping in both sexes, compared to 
those in 2009.
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Physical fitness levels of first-year students at Fukuoka University in 10 years.
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Ⅰ．はじめに

　福岡大学 (以下，本学) では，初年次に履修する

共通教育科目の一つとして生涯スポーツ演習Ⅰお

よび生涯スポーツ演習Ⅱ (以下，本演習) を開講

している．本演習Ⅰでは，生涯を通じて役立つ健

康・保健教育の知識を修得，自己の健康・体力の

維持増進のために日常的に運動する習慣の獲得，

身体活動 (スポーツ) を通して，運動技能および体

力の向上を目指すことが到達目標として掲げられ

ており，本演習Ⅱではそれに加えて多くのスポー

ツ種目に触れ，実践し，生涯にわたってスポーツ

を楽しむ態度を養うことを目的としている．ま

た，生涯にわたってスポーツを楽しむことの他

に，本演習における重要な目的の１つとして，高

校卒業とともに失われた体育・スポーツに取り組

む時間を確保し，大学受験時に低下した基礎体力

の回復・向上を図ることにもある．そのため，

2008年度より本演習に基礎体力テストを導入し

た．2009年より本格的に展開し (田原ほか, 2011; 飛

奈ほか, 2013; 道下ほか, 2014; 森村ほか, 2015)，測定

項目は文部科学省の体力・運動能力調査を基盤と

した体力テスト (握力，上体起こし，長座体前屈，

反復横跳び，立ち幅跳び，ならびに有酸素能: ヘル

スフィットネス) ならびに運動・スポーツ・食習慣

と授業に関するアンケート調査を採用した．履修

学生には，体力テスト後に記録をフィードバック

しており，高校時と比べて自分自身の現在の体力

を把握させることで，生涯スポーツの重要性を理

解してもらう一助としている．

　本学は，商学部，人文学部，経済学部，法学

部，医学部，薬学部，理学部，工学部，ならびに

スポーツ科学部と9つの学部を有し，西日本でも最

大規模の総合大学である．2020年5月1日時点の学

生数は19,012名 (福岡大学, online)，一学年は約4,700

名前後であることからも，福岡大学在学生の体力

調査は，福岡県民を中心とした学生の体力を反映

している可能性も考えられる．大学生を対象とし

た疫学調査では，在学時に有酸素能が低いと，将

来二型糖尿病を発症するリスクが高いことが報告

されている (Someya et al., 2014)．また，有酸素能は

その後の健康にも強く関連しており，壮年期にお

ける有酸素能が低いと，悪性新生物 (Sawada et al., 

2003b) や二型糖尿病 (Sawada et al., 2003a) といった生

活習慣病発症リスクの増加のみならず，死亡リス

クも高まること (澤田・武藤, 1999) が報告されてい

る．そこで我々は，2008年度より展開してきた体

力テストの結果を，2008年度－2012年度まで年次

報告しており (田原ほか, 2011; 飛奈ほか, 2013; 道下

ほか, 2014; 森村ほか, 2015)，本学初年次学生の体力

が，総じて全国平均より低値を示す種目が多いこ

とを明らかにしている．しかしながら，2013年度

以降も体力測定を実施しているが年次報告は行わ

れておらず，近年の本学初年次学生の体力水準は

不明であった．

　そこで本研究は，本格的に体力測定を導入した

2009年度から10年の経過となった2018年度までの本

学初年次学生の体力テストデータを用い，本学初

年次学生の10年間の体力水準を明らかにすること

を目的とした．

Ⅱ．方法

１．対象者
　本学において，2009年度以降に開講した「生涯

スポーツ演習Ⅰ」を受講した者のうち，体力測定

を実施した18－19歳の男女28,750名 (男性: 17,031名; 

女性: 11,719) を対象とした．年度毎の人数および

データ除外基準は図1に示した．体力テストデータ

においては，データの正確性を高めるためデータ

の精査を行い，明らかなデータ誤記入と考えられ

るデータ (反復横跳びや上体起こしが100回以上，

立ち幅跳びが500cm以上など)，ならびに「0」の場

合は欠席とみなし不採用とした．ヘルスフィット

ネステストにおいては，算出された酸素摂取量が

最大酸素摂取量の50%付近を算出する測定である

ことから，3.0METs未満 (歩行強度未満) または，

9METs以上に関して，心拍数の測定に不備があっ

た，または走速度が一定ではなかった者として不

採用 (730名，2.5%) とした (森村ほか, 2015)．体力
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ペースメーカーである教員が決められた速度で走

行することで，実施者全体の速度を一定にした．

測定は時速4, 5, 6, 7kmをそれぞれ4分間走行し，そ

れぞれの施行終了 (4分) 直後に心拍数を測定した．

スタートや心拍数測定のタイミングは，先頭の教

員が全体に通知した．

3）運動・スポーツ・食習慣と授業に関するアン

ケート

　自記式アンケートを用いて運動・スポーツ・食

習慣に関する回答を得た．自身の状態に最も近い

回答を一つ選択する形式で回答を得た．設問と回

答の選択肢は以下のとおりである; (A) 現在の健康

状態について (回答: 大いに健康; まぁ健康; あまり

健康でない); (B) 現在の体力について (回答: 自信が

ある; 普通である; 不安がある); (C) 現在のスポーツ

クラブ (運動部，学外サ－クルを含む) への所属状

況 (回答: 運動部に所属している; 運動系サ－クルに

所属している; 所属していない); (D) 運動・スポーツ

の実施状況について (回答: ほとんど毎日 [3日以上/

週] ; ときどき [1－2日/週] ; ときたま [1－3日/月] ; 実

施していない); (E) 朝食の摂取状況について (回答: 

毎日食べる; 時々欠かす; 全く食べない); (F) １日の

睡眠時間について (回答: 6時間未満; 6時間以上8時

間未満; 8時間以上); (G) 大学でも体育の授業は必要

であると思いますか (回答: そう思う; どちらとも言

えない; そう思わない); (H) 体育の授業が終了したの

ち，大学内の施設でどの程度運動・スポーツを実

施したいですか (回答: できるだけ毎日、学内の施

設で実施したい; 気が向いたときに、学内の施設で

実施したい; 学外の施設なら実施してもよい; 今の

ところ実施する気はない); (I) 現在の運動の実施状

況について (現在運動をしていないし新たに始める

つもりもない; 現在運動をしていないが6ヶ月以内

に始めようと思っている; 現在運動をしているが定

期的ではない; 現在定期的に運動をしているが始め

てから6ヶ月以内である; 現在定期的に運動を実施

しており6か月以上継続中)．

測定データが不採用または欠損している者におい

ては，例えば握力が不採用であるが上体起こしが

採用できる場合など，他の測定で有効なデータが

存在する場合はデータ解析に含めた．受講学生に

は，体力テストの目的ならびに個人情報の保護，

加えてデータ使用の可否が成績に影響を及ぼさな

いことを，口頭ならびに文面で説明した．　

2．測定方法
1）年齢，身長，体重

　年齢，身長及び体重は，自記式アンケートに

よって回答を得た．身長と体重においては，実測

した値と本人の自己申告による値が混在してお

り，解釈には注意が必要である．

2）体力測定

　文部科学省新体力テストにならい，握力，上体

起こし，長座体前屈，反復横跳び，立ち幅跳びを

それぞれ実施した．測定方法は「新体力テスト実

施要項 (12－19歳対象)」(文部科学省, online) 及び

先行研究 (田原ほか, 2011; 飛奈ほか, 2013; 道下ほか, 

2014; 森村ほか, 2015) に準じ，本学第二記念会堂

トレーニング室，ならびに陸上競技場にて実施し

た．

　有酸素能 (全身持久力) の測定は安全性を考慮

し，最大下 (体力の限界まで達しない程度) の運

動負荷にて実施する簡易スタミナテスト (ヘルス

フィットネステスト)  (株式会社健康科学研究所) に

て代替した．ヘルスフィットネステストは，走行

時の心拍数を測定し，走速度と心拍数の関係から

内挿法を用いて最大酸素摂取量の50％に当たる酸

素摂取量 (ヘルスフィットネス) を算出する方法で

ある．測定に当たり，対象者は最大酸素摂取量の

約70％相当の心拍数に至るまで，4分間の同速度で

の走行を1試行とし，走速度を変えながら3－4回試

行した．それぞれの試行において心拍数を測定し

た．心拍数は，4分走行後すぐに立ち止まり，15秒

間の脈拍数 (触診) を4倍し，測定中に低下する脈拍

数分として10拍を加算して算出した．測定は陸上

競技場にて実施者が全員で2－3列に並び，先頭を
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女性においては，握力 (2011－2018年度)，上体起

こし (2009－2018年度)，長座体前屈(2009－2018年

度)，反復横跳び (2009－2018年度)，立ち幅跳び 

(2009－2018年度) で，全国平均値の方が福岡大学初

年次学生に比して有意に高値を示した (P<0.05)．

3．福岡大学初年次学生の体力水準 (2009
年度との比較) (表2，図2－3)

　男性の2009年度に比して，握力 (2010年度，2013

－2018年度)，立ち幅跳び (2010－2018年度)，ヘル

スフィットネス (2010－2016年度) が有意に低値を

示し，上体起こし (2012－2018年度)，反復横跳び 

(2011年度，2013－2018年度) が有意に高値を示し

た．

　女性は，2009年度に比して握力 (2013－2018年

度)，立ち幅跳び (2011－2013年度)，ヘルスフィッ

トネス (2010－2016年度) が有意に低値を示し，握

力 (2010年度)，上体起こし (2014－2018年度)，長座

体前屈 (2013－2014年度，2016年度)，反復横跳び 

(2011年度，2014－2018年度) が有意に高値を示し

た．

4．福岡大学初年次学生の運動・スポー
ツ・食習慣と授業に関するアンケート 
(図4)

　2009年度のアンケート回答状況を基準として，

各年度の回答割合を比較した．(A) 現在の健康状態

について，2009年度の回答割合と差異が認められ

たのは，男性で2012年度 (大いに健康: -3%, まぁ、

健康: +1%, あまり健康でない: +3%)，2016－2018

年度 (大いに健康: +8~10%, まぁ、健康: -8~ -7%, あ

まり健康でない: -1~0%)，女性では2011－2013年度 

(大いに健康: -5~ -4%, まぁ、健康: +0~1%, あまり健

康でない: -1~0%)，2014, 2016－2018年度 (大いに健

康: +5~13%, まぁ、健康: -12~ -7%, あまり健康でな

い: -2~0%) であった (P<0.05)．(B) 現在の体力につ

いては，男性で2014－2015年度，2017－2018年度 

(自信がある: +2~7%, ふつうである: -4~0%, 不安があ

る: -6~ -3%)，女性では2011－2012年度 (自信がある: 

-2~ -1%, ふつうである: -5~ -1%, 不安がある: +2~6%) 

３．統計処理
　本研究における2009年度から2018年度までの体力

水準と全国平均値との比較には，体力・運動能力

調査報告書 (スポーツ庁, online1) より，大学に所属

している19歳の平均値と標準偏差を採用し，対応

のないT検定を用いて検討した．

　本学初年次学生の年度ごとの体力値は，一元配

置の分散分析を用い，すべて2009年を基準として

各年度を比較した．事後検定はBonferroniの多重比

較検定を実施した．

　本学初年次学生の運動・スポーツ・食習慣と授

業に関するアンケートにおいては，2009年度の回

答状況を比較対象として，各年度のアンケートの

回答状況との差異をχ2検定によって評価した．

　統計処理はSPSS ver.26 for windowsパッケージ 

(IBM社) 及びExcel (Microsoft社) を用い，有意確率は

5％未満とした．

Ⅲ．結果

1．福岡大学初年次学生と全国平均値の体
格差 (表1)

　身長において，男性 (2009－2015年度，2018年

度)，女性 (2009－2012年度，2013－2017年度) 共

に，福岡大学初年次学生が全国平均値に比して有

意に低値を示した (P<0.05)．体重においても，男性 

(2009年度，2010年度，2018年度)，女性 (2009年度－

2017年度) 共に，福岡大学初年次学生が全国平均値

に比して有意に低値を示した (P<0.05)．

2．福岡大学初年次学生と全国平均値の体
力水準 (表2，図2)

　男性において，握力 (2010年度，2015－2018年

度)，上体起こし (2009－2012年度，2015年度，2018

年度)，長座体前屈 (2009－2018年度)，反復横跳び 

(2009－2018年度)，立ち幅跳び (2012－2016年度，

2018年度) が全国平均値の方が福岡大学初年次学生

に比して有意に高値を示した (P<0.05)．立ち幅跳び 

(2010年度) においては，福岡大学初年次学生が全国

平均値に比して有意に低値を示した (P<0.05)．
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た (P<0.05)．最後に，(I) 現在の運動の実施状況につ

いては，男性で2010－2018年度 (現在運動をしてい

ないし新たに始めるつもりもない: -5~ +4%，現在運

動をしていないが6ヶ月以内に始めようと思ってい

る: -8~ +5%，現在運動をしているが定期的ではな

い: 0~ +7%，現在定期的に運動をしているが始めて

から6ヶ月以内である: -2~ +4%，現在定期的に運動

を実施しており6か月以上継続中: -3~ +5%)，女性で

2011－2018年度 (現在運動をしていないし新たに始

めるつもりもない: -7~ -1%，現在運動をしていない

が6ヶ月以内に始めようと思っている: -9~ +2%，現

在運動をしているが定期的ではない: +1~ +8%，現

在定期的に運動をしているが始めてから6ヶ月以内

である: +2~ +5%，現在定期的に運動を実施してお

り6か月以上継続中: 0~ +3%) において，2009年度の

回答割合と有意に異なった (P<0.05)．

Ⅳ．考察

１．福岡大学初年次学生と全国平均値の体
格差について

　福岡大学初年次学生は，全国平均値に比して，

男女共に身長または体重が低値を示す年度が多く

確認された．しかしながら，統計的には有意差を

示しているが，絶対値の差異は身長が1cm前後，

体重は1－2㎏前後となっている．留意しなければ

ならないのは，本研究の男女共に，身長と体重の

値は実測値と自己申告の値が混在しているが，全

国平均値は実測値であることである．自己申告に

よって若干の過大申告や過少申告を行っている可

能性も否定できない． 

2．福岡大学初年次学生と全国平均値の体
力差について

　男女共に，多くの年度にまたがって，福岡大学

初年次学生の体力は全国平均値に比して低値を示

した．この結果は，2009－2012年度の年次報告 (田

原ほか, 2011; 飛奈ほか, 2013; 道下ほか, 2014; 森村ほ

か, 2015) においても同様に報告されており，本研究

では対象者を18－19歳 (再履修による重複者や20歳

において，2009年度の回答割合と差異が認められ

た (P<0.05)．(C) 現在のスポーツクラブへの所属状

況においては，男性で2013－2017年度 (運動部所

属: +1~2%, 運動系サークル所属: +3~7%, 未所属: -10~ 

-5%)，女性では2012－2018年度 (運動部所属: -1~ 

+2%, 運動系サークル所属: +3~7%, 未所属: -10~ -5%) 

において2009年度の回答割合と差異が認められた 

(P<0.05)．(D) 運動・スポーツの実施状況について

2009年度の回答割合と異なったのは，男性で2011

－2018年度 (週3－4日以上: 0~4%, 週1－2日程度: -5~ 

+3%, 月1－3日程度: +1~6%, 未実施: -5~ -2%)，女性

で2011－2012年度，2014－2018年度 (週3－4日以上: 

0~ +2%, 週1－2日程度: +5~9%, 月1－3日程度: +2~5%, 

未実施: -14~ -7%) となった (P<0.05)．(E) 朝食の摂取

状況については，男性で2012， 2017，2018年度 (毎

日食べる: -2~0%, 時々欠かす: -1~0%, 全く食べない: 

+1~ +3%)，女性では2014，2015，2017，2018年度 

(毎日食べる: -3~ -10%, 時々欠かす: +3~8%, 全く食べ

ない: 0~ +2%) において，2009年度の回答割合と有

意に異なった (P<0.05)．(F) １日の睡眠時間につい

ては，男性の2011年度 (毎日食べる: +5%, 時々欠か

す: -6%, 全く食べない: +1%)，女性の2012，2016，

2018年度 (毎日食べる: -6~ +3%, 時々欠かす: -4~ +5%, 

全く食べない: 0~ +1%) において2009年度の回答割

合と有意に異なった (P<0.05)．(G) 大学でも体育の

授業は必要であると思いますか，においては，男

性で2014－2017年度 (そう思う: +4~10%, どちらとも

言えない: -5~ -4%, そう思わない: -6~ -1%) の回答割

合が，2009年度と有意に異なった (P<0.05)．(H) 体

育の授業が終了したのち，大学内の施設でどの程

度運動・スポーツを実施したいですか，において

は，男性の2013－2018年度 (今のところ実施する気

はない: -3~ +1%，学外の施設なら実施してもよい: 

-3~ +1%，気が向いたときに、学内の施設で実施し

たい: -6~ +2%，できるだけ毎日、学内の施設で実施

したい: +1~ 4%)，女性の2017年度 (今のところ実施

する気はない: +6%，学外の施設なら実施してもよ

い: -2%，気が向いたときに、学内の施設で実施し

たい: -5%，できるだけ毎日、学内の施設で実施し

たい: +1%) の回答割合が，2009年度と有意に異なっ
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学部生となる．一方で，本学の対象学生の運動部

活動の所属率は毎年10％前後であり，入試形態 (特

別推薦など) も国立大学とは異なることも影響して

いるが，運動部活動の部員構成の大部分は体育・

スポーツ科学部の学生が占めている．したがっ

て，全国平均値は体育専攻学生を除くデータであ

るが，大学の学部構成によっては，運動部活動に

従事する高体力で高頻度な運動習慣を有する体育

系学部以外の運動部活動生のデータが，多く含ま

れていると考えることも可能である．このような

データの特性が，本学初年次学生の体力水準が全

国平均値に比して毎年低値であることの理由の一

つになりうるかもしれない．

　また，道下らの年次報告 (道下ほか, 2014) によ

ると，本学の理系と文系の学生の体力を比較する

と，理系学部に所属する学生の方が，文系学部に

所属する学生より，男女共に体力が高いことを報

告している．本学は文系4学部 (商，経済，法，人

文; 入学定員2,560名/学年)，理系4学部 (工，医，

薬，理; 入学定員1,400名/学年)＋スポーツ科学部 (入

学定員295名/学年) を有する総合大学であり，文系

学生の割合が理系学生に比べて約1.8倍である(福岡

大学, online)．全国平均値に採用されている国立大

学の理系学部と文系学部の規模や，理系文系の体

力差は明らかにできないが，理系文系の学生数の

割合も考慮すべきかもしれない．

3．福岡大学初年次学生の体力水準 (2009
年度との比較) について

　本研究期間の10年間のうち，近年の体力水準の

変化に着目したところ，後半の5年間 (2013－2018

年) にかけて常に2009年次と比較して体力水準が低

値であった種目は，握力 (男女共)，立ち幅跳び (男

性) の2種目であった．全国平均値の変化と比べる

と，直近5年間のデータは2009年次より低値を示

している年が多く，福岡大学の学生特有の変化と

いうよりは，全国的な学生の体力変化を反映して

いるものと考えられる．先述したように，本研究

の対象学生は，ほぼ定期的な運動習慣を有さない

学生の集団であるため，立ち幅跳び (男性) のよう

以上の者を省いた) ことと，比較対象とした全国平

均値を，19歳の国立大学生に限定したことから若

干結果は異なるが，2013年度以降も先行研究の結

果を追認した．

　種目別の特徴としても，男女とも5種目のすべて

の年度において，全国平均値を上回る結果はほと

んど得られていない．本学初年次学生の体力水準

が全国平均値より劣る理由について，先行研究 (田

原ほか, 2011; 飛奈ほか, 2013; 道下ほか, 2014; 森村ほ

か, 2015) では福岡県の小学校期から高校期における

体力水準が全国より男女共に低いこと，さらに本

学の学生の約60％が福岡県出身であることが影響

している可能性を指摘している．

　本研究のデータはスポーツ科学部を除く8学部の

平均値であり，本学初年次学生の運動部に所属す

る者は2009－2018年度で横ばいの10％前後，運動

部と運動系サ－クル所属者を合わせた割合は約50%

であり，未所属の学生の割合も約50％であった (図

4・C)．森村らの年次報告 (森村ほか, 2015) によれ

ば，2012年度は本学の男子学生の約50％，女性学生

の約70％近くが定期的な運動を“未実施”であっ

たことが報告されており，2013年度以降の学生に

も同様の傾向がみられることからも，本研究の

データは，運動習慣のない学生が半数以上存在す

る学生の体力水準と考えるべきであろう．

　全国平均値の集計においては，スポーツ庁によ

ると，調査対象校となる大学は国立大学の学生 (体

育専攻学生を除く) である．2016年度における調

査対象の大学は，北海道 (”大学”を省略して記

す)，帯広畜産，岩手，福島，筑波，群馬，電気通

信，新潟，山梨，静岡，三重，大阪，兵庫教育，

和歌山，広島，香川，福岡教育，鹿児島，琉球と

なっている (スポーツ庁, online2)．国立大学の中で

大規模な体育 (スポーツ科) 学部学科を有している

大学は希少であり，体育学部が存在しないか，体

育専攻学科の定員数が1学年10人前後と少ない大学

も存在する．そのため，運動部活動に焦点を当て

てみると，大規模な体育系学部学科を有していな

い国立大学における，運動部活動に従事している

学生の大部分は，必然的に体育系学部学科以外の
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るとは言い難い結果であった．つまり，学生自身

の自己評価 (主観データ) における体力高評価者の

割合が年々増加したとしても，実際の体力値 (客観

データ) が年々向上するとは限らない．大学生に自

身の体力をより正確に把握してもらうためには，

主観による体力や健康の自己評価だけでなく，や

はり実際に体力測定を実施し客観的な評価を行う

ことが必要であろう．

5．学生の運動実施状況について
　運動・スポーツ・食事に関するアンケートにお

いて，定期的に運動を実施している者の割合を調

査したところ，6か月以上継続して運動を実施し

ている男性は10年間で毎年20％に満たず，女性で

はわずか10％未満であった (図4・I)．さらに，大

学の授業が終了した後に，大学内の施設でどの程

度運動・スポーツを実施したいかを尋ねたとこ

ろ，できる限り毎日学内の施設で運動したい，ま

たは，気が向いたときに学内の施設を利用して運

動を実施したいと回答した者の割合は，男性が毎

年70％前後，女性が毎年60％前後を占めていた (図

4・H)．この結果は，運動を定期的に実施したいと

思う学生が多いのに対し，学内で気軽に運動を実

施できる環境が不十分であることを示しているの

かもしれない．学内の施設は運動部活動で優先的

に利用されており，第二記念会堂や総合体育館は

夜間部 (商学部第二部) の授業でも使用しているた

め，個人で利用したいと考えた場合には第二記念

会堂のトレ－ニング室が第一候補になる．そのた

め，本演習外に学内で定期的に運動を実施したい

と考えた場合，トレ－ニング室で実施できる内容

に限られてしまうことから，引き続き，本演習を

通じて，室内の少人数で実施できる運動方法やそ

の理論を教示していくことで，定期的に運動を実

施する学生の割合を増やしていくことが必要であ

ろう．

　スポーツ科学部では，本演習の延長として，

ASASPO (Active Smart Aggressive SPOrts)倶楽部を展

開しており (福岡大学スポーツ科学部, online)，大

学内の施設を利用した単発のスポーツイベントの

に，全国平均の変化とは異なり，2018年度の記録

が2009年度に比して約7cm低値を示しているよう

な，全国平均の変化より低値を示す変化を有して

いたのではないだろうか． 

　一方で，男女共に近年5年間の上体起こし，反復

横跳びの記録は，2009年次に比して高値を示す傾

向にあり，全国平均値の変化の軌跡と一致する内

容であった．現在の大学生の体力は，近年変容し

た社会背景や小中学校の教育といった社会的な風

潮の影響を受けており，低下する一方ではなく，

向上している体力要素も存在することを示してい

るのかもしれない．コロナ禍にもなり，これから

先，5年，10年といった追認研究を実施していくこ

とで，近年の社会情勢が大学生の体力に及ぼして

いる影響の一部分を観察できるかもしれない．

4．運動・スポーツ・食習慣と授業に関す
るアンケートと10年間の体力水準の関
係について

　現在の健康について (図4・A)，現在の体力につ

いて (図4・B)，１日の睡眠時間について (図4・F) 

の3項目は，大学生の健康に対する自己評価の一部

と考えられる．望ましいことに，現在の健康度に

ついては，男女ともに，年々「大いに健康」と回

答する学生の割合が増加している．また，１日の

睡眠時間については，男女共に2017－2018年度にか

けて，6時間未満の睡眠群が少なくなる傾向が見て

取れる．現在の体力に関しては，男性の2017－2018

年度は「体力に自信がある」と回答した者は2009

年度の割合の2倍近くになっており，「自信がな

い」と回答した者の割合が減少している．一方，

女性は10年間ほぼその割合が変化していなかっ

た．

　このような自己評価の結果と相関するように，

2009－2018年の10年間における本学初年次学生の

体力水準は，男性の上体起こし，反復横跳びにお

いて，2009年度に比して右肩上がりの傾向が見て

取れた (図2)．しかし，男女共に握力において右肩

下がりの傾向を示しており，種目によっては学生

の健康や体力の意識と，実際の体力が一致してい
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